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Ｐ２　エッセイ　下水道広報の展開
　　　議決結果を公表します
　　　平成29年度決算を報告します
　　　大規模地震を想定した訓練を実施しました
　　　下水道普及率が70％を超えました

Ｐ３　受益者負担金（分担金）の納期が変わります！
　　　下水道作品コンクール入選おめでとうございます！
　　　優れた建設業者を表彰しました

Ｐ４　みなさんの作品がデザインマンホール蓋に！
　　　特集　集める、下水道

特
集　

集
め
る
、
下
水
道

み
な
さ
ん
の
作
品
が
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に
！

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
は
、生
活
に
一
番
近
い

芸
術
作
品

　
み
な
さ
ん
が
い
つ
も
目
に
し
て
い
る
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋
は
、
全
国
各
地
で
デ
ザ
イ
ン
が
違

う
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
各
地
域
の
名
所
や
名
産
物
、
ゆ
か
り
の
あ

る
人
物
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
日
本
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
は
「
世
界
に
誇

れ
る
文
化
物
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
私
た
ち

の
生
活
を
支
え
る
と
と
も
に
、
芸
術
作
品
と

し
て
、
道
行
く
人
を
楽
し
い
気
持
ち
に
し
て

く
れ
ま
す
。

マ
ン
ホ
ー
ル
を
手
の
ひ
ら
に
！

　
そ
ん
な
魅
力
多
い
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
が
、
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド（
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
）と
な
り

大
き
な
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー

ド
は
下
水
道
事
業
や

地
域
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
に
無

料
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
小
さ
な
お
子
様

か
ら
大
人
ま
で
、
家

族
や
友
人
み
ん
な
と

楽
し
め
る
カ
ー
ド
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
カ
ー
ド
は
集
め
る
楽
し
さ
を
大
切
に

し
て
お
り
、
指
定
し
た
配
布
場
所
に
直
接
訪

れ
な
い
と
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
旅
先
の
記
念
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い

る
人
も
多
く
い
ま
す
。
そ
の
た
め
観
光
資
源

の
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
４
７
８
種
類
あ
り
、
本
組
合
の
マ

ン
ホ
ー
ル
蓋
も
昨
年
８
月
か
ら
仲
間
入
り
を

果
た
し
ま
し
た
。

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
は
下
水
道
へ
の

入
口

　
現
在
、
本
組
合
の
カ
ー
ド
は
約
２
５
０
０

枚
を
配
布
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
が
あ
り
達
成
で
き
た
こ
と
で

す
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
だ
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
ふ
る
さ
と
の
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
手

に
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ

し
て
芸
術
的
な
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
と
、
そ
の
奥

に
広
が
る
下
水
道
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。

配
布
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
7
時
（
第
３

水
曜
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

配
布
場
所
　
取
手
市
役
所
駅
前
窓
口

取
手
市
新
町
１-

９-

１
（
リ
ボ

ン
と
り
で
ビ
ル
３
階
）

配
布
方
法
　
窓
口
で
無
料
配
布
し
ま
す
。
　

（
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
１
人
に
つ

き
１
枚
の
配
布
と
な
り
ま
す
。）

　
郵
送
・
予
約
に
よ
る
配
布
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

配
布
状
況
　
本
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

●
本
組
合
の
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
に
つ
い
て

（
在
庫
状
況
等
）

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
　
総
務
課

０
２
９
７-

７
４-

４
１
２
５

●
全
国
の
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
に
つ
い
て

（
種
類
・
配
布
場
所
等
）

下
水
道
広
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

http://www.gk-p.jp/activity/m
c/

　
問
い
合
わ
せ
先
と
配
布
場
所
が
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

特集

（4）

❶ ❷

❹ ❺

❸

❻

「
下
水
道
の
日
」
普
及
促
進
展
’18
に
て
展
示
さ
れ
た
下
水

道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル（
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門
）の
中
か
ら
受
賞

さ
れ
た
６
作
品
を
マン
ホ
ー
ル
蓋
の
デ
ザ
イ
ン
に
採
用
し
ま
し
た
。

取
手
駅
東
口
、
西
口
周
辺
の

歩
道
に
計
38
箇
所
「
デ
ザ
イ
ン

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
」
が
設
置
さ
れ

て
い
る
の
で
、
み
な
さ
ん
で
探

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

常陽銀行三井住友銀行

N

至 土浦

❶

❹
❺

❻

取
手
駅

ロ
ー
タ
リ
ー

東
口

至 柏

❷ ❸
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集
め
る
、
下
水
道
「
本
組
合
の
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
が
完
成
し
ま
し
た
！
」



「
下
水
道
の
日
」普
及
促
進
展
’18

下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

入
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　本
組
合
で
は
、
９
月
10
日
「
下
水
道
の
日
」

に
合
わ
せ
て
、
普
及
促
進
展
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
普
及
促
進
展
下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
い
て
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
、
書

道
な
ど
の
応
募
作
品
（
１
６
４
０
点
）
の
中

か
ら
入
選
さ
れ
た
み
な
さ
ん
で
す
。
た
く
さ

ん
の
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

優
れ
た
建
設
業
者
を
表
彰
し
ま
し
た

　本
組
合
で
は
、
管
内
の
建
設
業
者
の
施
工
意
欲
の
向
上
、

技
術
者
の
技
術
力
の
育
成
を
図
り
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
優
秀
な
建
設
業
者
を
表

彰
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
４
社
を
表
彰
し
ま
し
た
。

  

大
規
模
地
震
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

　下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
つ
で

あ
り
、
災
害
時
に
も
そ
の
機
能
を
維
持
し
、

万
が
一
停
止
し
て
も
早
期
に
回
復
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　本
組
合
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま

え
、
下
水
道
施
設
に
相
当
な
被
害
を
受
け

た
場
合
に
お
い
て
、
下
水
道
機
能
を
維
持

ま
た
は
早
期
回
復
さ
せ
る
た
め
の
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
計
画
に
基
づ
く
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　訓
練
で
は
、
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た

こ
と
を
想
定
し
た
職
員
の
安
否
確
認
、
対

策
本
部
の
立
ち
上
げ
、
下
水
道
施
設
の
緊

急
点
検
ま
で
の
一
連
の
初
動
対
応
を
確
認

し
ま
し
た
。

　今
後
は
、
今
回
の
訓
練
を
も
と
に
必
要

な
見
直
し
を
行
い
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

  

下
水
道
普
及
率
が
70
％
を
超
え
ま
し
た

　本
組
合
の
平
成
29
年
度
末
の
下
水
道
普
及
率
は
70
・
１
％
と
な
り
、
７
割
以

上
の
方
が
下
水
道
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
多
く
の
方

に
下
水
道
を
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
整
備
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
の
納
付
時
期
（
納
期
）
が
平
成
31
年
度
か
ら
次
の
と
お
り

変
更
に
な
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
ま
で
（
変
更
前
）

●
第
１
期
／
５
月
18
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

●
第
２
期
／
８
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で

●
第
３
期
／
11
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

●
第
４
期
／
翌
年
２
月
１
日
か
ら
２
月
末
日
ま
で

平
成
31
年
度
か
ら
（
変
更
後
）

●
第
１
期
／
７
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で

●
第
２
期
／
９
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

●
第
３
期
／
11
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

●
第
４
期
／
翌
年
２
月
１
日
か
ら
２
月
末
日
ま
で

受
益
者
負
担
金
（
分
担
金
）
の
納
期
が
変
わ
り
ま
す
！

（平成30年7月23日現在）

資本的収支（税込）
～下水道施設をつくるために入ったお金と出たお金～

※収入合計（前年度及び翌年度の工事のためのお金7億9,673万円を
除く）が支出合計に対して不足する額14億1,839万円は内部留保資金
などで補っています。

収益的収支（税抜）
～使った水をきれいにするために入ったお金と出たお金～ 

※当期純利益（収入合計－支出合計）は1億1,106万円となります。
この利益は、下水道施設を建設したり、借入金の返済をするために
使われます。

≪収入≫ 
43億1,660万円

≪支出≫
42億554万円

≪収入≫ 
27億9,956万円

≪支出≫
34億2,122万円

受益者負担金
9,339万円

取手市・つくばみらい市
からの補助金と出資金等
3億6,292万円

国・県からの
補助金
6億1,625万円

借入金
17億2,700万円

借入金の返済
15億6,832万円

下水道施設の
建設費
18億5,290万円

長期前受金戻入
（減価償却に対応して
　　　発生する収益）
　  13億2,377万円

取手市・つくばみらい市
からの負担金等
18億9,158万円

下水道使用料
11億125万円

下水道施設の
維持管理費
11億7,874万円

減価償却費
（下水道施設の使用による価値の
減少分を費用化したもの）
25億2,926万円

借入金の利息
4億9,754万円

※第１期・第２期の納期のみ変更となり、
　第３期・第４期の納期に変更はありません。
　また納期の変更に伴い預金口座振替の振替日
　も同様に変更となります。

下水道普及率・・・行政区域内（取手市、つくばみらい市伊奈地区）
人口のうち下水道を利用できる人口の割合
汚水処理人口普及率・・・行政区域内人口のうち、下水道、農業集
落排水施設、合併処理浄化槽及びコミュニティプラントを利用でき
る人口の割合

(

敬
称
略
）

(

敬
称
略
）

賞
者
理
管

・
画
絵

部
の
年
学
低
生
学
小

年
２

山
勝
　

太
瑛

部
の
年
学
高
生
学
小

年
４

江
古
　

向
日

部
の
生
学
中

年
２

島
飯
　

遼

門
部
道
書

部
の
年
学
低
生
学
小

年
１

藤
江
　

茜
有

部
の
年
学
高
生
学
小

年
５

飼
鵜
　

乃
花

部
の
生
学
中

年
２

田
山
　

郎
太
悠

門
部
文
作

部
の
年
学
低
生
学
小

年
３

川
谷
長

　

穂
夏

部
の
年
学
高
生
学
小

年
６

田
吉
　

生
和

門
部
語
標

部
の
年
学
低
生
学
小

年
１

村
木
　

群

部
の
年
学
高
生
学
小

年
６

田
内
　

輝
大

部
の
生
学
中

年
１

木
鈴
　

太
倖

門
部
聞
新

部
の
生
学
中

年
１

橋
髙
　

輔
冴

賞
長
議
会
議

・
画
絵

部
の
年
学
低
生
学
小

年
２

塚
長
　

歩

部
の
年
学
高
生
学
小

年
６

橋
大
　

人
隼

部
の
生
学
中

年
２

倉
板
　

雅
泰

門
部
道
書

部
の
年
学
低
生
学
小

年
３

沢
松
　

実
夏
果

部
の
年
学
高
生
学
小

年
６

葉
稲
　

音
花

部
の
生
学
中

年
３

薗
大
　

羅
愛

門
部
文
作

部
の
年
学
低
生
学
小

年
２

舘
岩
　

朗
士
慎

部
の
年
学
高
生
学
小

年
６

浦
三
　

音
文

部
の
生
学
中

年
２

瀬
加
　

妃
柚

門
部
語
標

部
の
年
学
低
生
学
小

年
２

林　

夏
千

部
の
年
学
高
生
学
小

年
４

 

菜
仁

部
の
生
学
中

年
２

田
原
　

樟
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普
段
目
に
す
る
こ
と
の
少
な
い
下
水
道
は
、
時
代
の
流
れ
に
よ
っ
て〝
あ
っ
て
当
た

り
前
の
も
の
〞に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
下
水
道
の
役
割
は
、
市
民
生
活
や
地
域
活

動
を
支
え
る
重
要
な
生
活
基
盤
で
あ
り
、
取
手
市
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
地
域
発

展
を
支
え
、
定
住
の
促
進
を
進
め
る
上
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
施
設
で
も
あ
り

ま
す
。
下
水
道
に
対
す
る
意
識
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
今
日
、
全
国
の
下
水
道
に
携
わ
る

事
業
者
の
間
で
は
、
様
々
な
広
報
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　本
組
合
に
お
き
ま
し
て
も
下
水
道
の
促
進
と
イ
メ
ー
ジ
アッ
プ
を
目
的
に
、「
下
水

道
の
日
」
普
及
促
進
展
の
開
催
や
取
手
市
内
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
と
そ
の
入
選
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
を
マン
ホ
ー
ル
蓋
に
設
置
す
る
プ
リ
ン
ト
シ
ー

ル
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　そ
し
て
今
、
芸
術
的
な
マン
ホ
ー
ル
蓋
を
カ
ー
ド
化
し
た
「
マン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
」
が
、

全
国
規
模
で
人
気
を
集
め
て
お
り
、
本
組
合
も
昨
年
８
月
に
配
布
を
開
始
し
ま
し

た
。
配
布
開
始
か
ら
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
本
組
合
が
大
き
く
注
目
さ
れ
た
こ
と

は
、
下
水
道
の
普
及
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
も
地
域
皆
さ
ま
の
ご

協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
下
水
道
事
業
を

持
続
さ
せ
る
た
め
の
広
報
活
動
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（ 2 ）

エ
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「
下
水
道
の
日
」普
及
促
進
展
’18

下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

入
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　本
組
合
で
は
、
９
月
10
日
「
下
水
道
の
日
」

に
合
わ
せ
て
、
普
及
促
進
展
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
普
及
促
進
展
下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
い
て
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
、
書

道
な
ど
の
応
募
作
品
（
１
６
４
０
点
）
の
中

か
ら
入
選
さ
れ
た
み
な
さ
ん
で
す
。
た
く
さ

ん
の
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

優
れ
た
建
設
業
者
を
表
彰
し
ま
し
た

　本
組
合
で
は
、
管
内
の
建
設
業
者
の
施
工
意
欲
の
向
上
、

技
術
者
の
技
術
力
の
育
成
を
図
り
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
優
秀
な
建
設
業
者
を
表

彰
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
４
社
を
表
彰
し
ま
し
た
。

  

大
規
模
地
震
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

　下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
つ
で

あ
り
、
災
害
時
に
も
そ
の
機
能
を
維
持
し
、

万
が
一
停
止
し
て
も
早
期
に
回
復
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　本
組
合
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま

え
、
下
水
道
施
設
に
相
当
な
被
害
を
受
け

た
場
合
に
お
い
て
、
下
水
道
機
能
を
維
持

ま
た
は
早
期
回
復
さ
せ
る
た
め
の
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
計
画
に
基
づ
く
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　訓
練
で
は
、
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た

こ
と
を
想
定
し
た
職
員
の
安
否
確
認
、
対

策
本
部
の
立
ち
上
げ
、
下
水
道
施
設
の
緊

急
点
検
ま
で
の
一
連
の
初
動
対
応
を
確
認

し
ま
し
た
。

　今
後
は
、
今
回
の
訓
練
を
も
と
に
必
要

な
見
直
し
を
行
い
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

  

下
水
道
普
及
率
が
70
％
を
超
え
ま
し
た

　本
組
合
の
平
成
29
年
度
末
の
下
水
道
普
及
率
は
70
・
１
％
と
な
り
、
７
割
以

上
の
方
が
下
水
道
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
多
く
の
方

に
下
水
道
を
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
整
備
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
の
納
付
時
期
（
納
期
）
が
平
成
31
年
度
か
ら
次
の
と
お
り

変
更
に
な
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
ま
で
（
変
更
前
）

●
第
１
期
／
５
月
18
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

●
第
２
期
／
８
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で

●
第
３
期
／
11
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

●
第
４
期
／
翌
年
２
月
１
日
か
ら
２
月
末
日
ま
で

平
成
31
年
度
か
ら
（
変
更
後
）

●
第
１
期
／
７
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で

●
第
２
期
／
９
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

●
第
３
期
／
11
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

●
第
４
期
／
翌
年
２
月
１
日
か
ら
２
月
末
日
ま
で

受
益
者
負
担
金
（
分
担
金
）
の
納
期
が
変
わ
り
ま
す
！

（平成30年7月23日現在）

資本的収支（税込）
～下水道施設をつくるために入ったお金と出たお金～

※収入合計（前年度及び翌年度の工事のためのお金7億9,673万円を
除く）が支出合計に対して不足する額14億1,839万円は内部留保資金
などで補っています。

収益的収支（税抜）
～使った水をきれいにするために入ったお金と出たお金～ 

※当期純利益（収入合計－支出合計）は1億1,106万円となります。
この利益は、下水道施設を建設したり、借入金の返済をするために
使われます。

≪収入≫ 
43億1,660万円

≪支出≫
42億554万円

≪収入≫ 
27億9,956万円

≪支出≫
34億2,122万円

受益者負担金
9,339万円

取手市・つくばみらい市
からの補助金と出資金等
3億6,292万円

国・県からの
補助金
6億1,625万円

借入金
17億2,700万円

借入金の返済
15億6,832万円

下水道施設の
建設費
18億5,290万円

長期前受金戻入
（減価償却に対応して
　　　発生する収益）
　  13億2,377万円

取手市・つくばみらい市
からの負担金等
18億9,158万円

下水道使用料
11億125万円

下水道施設の
維持管理費
11億7,874万円

減価償却費
（下水道施設の使用による価値の
減少分を費用化したもの）
25億2,926万円

借入金の利息
4億9,754万円

※第１期・第２期の納期のみ変更となり、
　第３期・第４期の納期に変更はありません。
　また納期の変更に伴い預金口座振替の振替日
　も同様に変更となります。

下水道普及率・・・行政区域内（取手市、つくばみらい市伊奈地区）
人口のうち下水道を利用できる人口の割合
汚水処理人口普及率・・・行政区域内人口のうち、下水道、農業集
落排水施設、合併処理浄化槽及びコミュニティプラントを利用でき
る人口の割合
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普
段
目
に
す
る
こ
と
の
少
な
い
下
水
道
は
、
時
代
の
流
れ
に
よ
っ
て〝
あ
っ
て
当
た

り
前
の
も
の
〞に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
下
水
道
の
役
割
は
、
市
民
生
活
や
地
域
活

動
を
支
え
る
重
要
な
生
活
基
盤
で
あ
り
、
取
手
市
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
地
域
発

展
を
支
え
、
定
住
の
促
進
を
進
め
る
上
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
施
設
で
も
あ
り

ま
す
。
下
水
道
に
対
す
る
意
識
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
今
日
、
全
国
の
下
水
道
に
携
わ
る

事
業
者
の
間
で
は
、
様
々
な
広
報
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　本
組
合
に
お
き
ま
し
て
も
下
水
道
の
促
進
と
イ
メ
ー
ジ
アッ
プ
を
目
的
に
、「
下
水

道
の
日
」
普
及
促
進
展
の
開
催
や
取
手
市
内
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
と
そ
の
入
選
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
を
マン
ホ
ー
ル
蓋
に
設
置
す
る
プ
リ
ン
ト
シ
ー

ル
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　そ
し
て
今
、
芸
術
的
な
マン
ホ
ー
ル
蓋
を
カ
ー
ド
化
し
た
「
マン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
」
が
、

全
国
規
模
で
人
気
を
集
め
て
お
り
、
本
組
合
も
昨
年
８
月
に
配
布
を
開
始
し
ま
し

た
。
配
布
開
始
か
ら
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
本
組
合
が
大
き
く
注
目
さ
れ
た
こ
と

は
、
下
水
道
の
普
及
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
も
地
域
皆
さ
ま
の
ご

協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
下
水
道
事
業
を

持
続
さ
せ
る
た
め
の
広
報
活
動
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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Ｐ２　エッセイ　下水道広報の展開
　　　議決結果を公表します
　　　平成29年度決算を報告します
　　　大規模地震を想定した訓練を実施しました
　　　下水道普及率が70％を超えました

Ｐ３　受益者負担金（分担金）の納期が変わります！
　　　下水道作品コンクール入選おめでとうございます！
　　　優れた建設業者を表彰しました

Ｐ４　みなさんの作品がデザインマンホール蓋に！
　　　特集　集める、下水道

特
集　

集
め
る
、
下
水
道

み
な
さ
ん
の
作
品
が
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に
！

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
は
、生
活
に
一
番
近
い

芸
術
作
品

　
み
な
さ
ん
が
い
つ
も
目
に
し
て
い
る
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋
は
、
全
国
各
地
で
デ
ザ
イ
ン
が
違

う
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
各
地
域
の
名
所
や
名
産
物
、
ゆ
か
り
の
あ

る
人
物
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
日
本
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
は
「
世
界
に
誇

れ
る
文
化
物
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
私
た
ち

の
生
活
を
支
え
る
と
と
も
に
、
芸
術
作
品
と

し
て
、
道
行
く
人
を
楽
し
い
気
持
ち
に
し
て

く
れ
ま
す
。

マ
ン
ホ
ー
ル
を
手
の
ひ
ら
に
！

　
そ
ん
な
魅
力
多
い
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
が
、
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド（
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
）と
な
り

大
き
な
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー

ド
は
下
水
道
事
業
や

地
域
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
に
無

料
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
小
さ
な
お
子
様

か
ら
大
人
ま
で
、
家

族
や
友
人
み
ん
な
と

楽
し
め
る
カ
ー
ド
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
カ
ー
ド
は
集
め
る
楽
し
さ
を
大
切
に

し
て
お
り
、
指
定
し
た
配
布
場
所
に
直
接
訪

れ
な
い
と
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
旅
先
の
記
念
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い

る
人
も
多
く
い
ま
す
。
そ
の
た
め
観
光
資
源

の
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
４
７
８
種
類
あ
り
、
本
組
合
の
マ

ン
ホ
ー
ル
蓋
も
昨
年
８
月
か
ら
仲
間
入
り
を

果
た
し
ま
し
た
。

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
は
下
水
道
へ
の

入
口

　
現
在
、
本
組
合
の
カ
ー
ド
は
約
２
５
０
０

枚
を
配
布
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
が
あ
り
達
成
で
き
た
こ
と
で

す
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
だ
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
ふ
る
さ
と
の
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
手

に
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ

し
て
芸
術
的
な
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
と
、
そ
の
奥

に
広
が
る
下
水
道
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。

配
布
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
7
時
（
第
３

水
曜
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

配
布
場
所
　
取
手
市
役
所
駅
前
窓
口

取
手
市
新
町
１-

９-

１
（
リ
ボ

ン
と
り
で
ビ
ル
３
階
）

配
布
方
法
　
窓
口
で
無
料
配
布
し
ま
す
。
　

（
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
１
人
に
つ

き
１
枚
の
配
布
と
な
り
ま
す
。）

　
郵
送
・
予
約
に
よ
る
配
布
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

配
布
状
況
　
本
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

●
本
組
合
の
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
に
つ
い
て

（
在
庫
状
況
等
）

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
　
総
務
課

０
２
９
７-

７
４-

４
１
２
５

●
全
国
の
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
に
つ
い
て

（
種
類
・
配
布
場
所
等
）

下
水
道
広
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

http://www.gk-p.jp/activity/m
c/

　
問
い
合
わ
せ
先
と
配
布
場
所
が
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

特集

（4）

❶ ❷

❹ ❺

❸

❻

「
下
水
道
の
日
」
普
及
促
進
展
’18
に
て
展
示
さ
れ
た
下
水

道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル（
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門
）の
中
か
ら
受
賞

さ
れ
た
６
作
品
を
マン
ホ
ー
ル
蓋
の
デ
ザ
イ
ン
に
採
用
し
ま
し
た
。

取
手
駅
東
口
、
西
口
周
辺
の

歩
道
に
計
38
箇
所
「
デ
ザ
イ
ン

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
」
が
設
置
さ
れ

て
い
る
の
で
、
み
な
さ
ん
で
探

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

常陽銀行三井住友銀行

N

至 土浦

❶

❹
❺

❻

取
手
駅

ロ
ー
タ
リ
ー

東
口

至 柏

❷ ❸

平成31年3月発行

集
め
る
、
下
水
道
「
本
組
合
の
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
が
完
成
し
ま
し
た
！
」


